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日本医科大学解剖学秘蔵の標本：イヌ胃腺アルシアンブルー・PAS染色
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胃壁は，粘膜層（最表層の表層粘膜細胞，その下の粘膜
固有層，粘膜筋板），粘膜下層，筋層，漿膜の 4層より構
成されている（図 1）．粘膜表面には，ほかの消化管粘膜
では観察されない粘膜上皮が落ち込んでできた胃小窩
（gastric pit）という陥凹構造が胃粘膜を特徴付けている
（図 2）．胃小窩の底には，胃腺（gastric gland）が開口し
ている．胃腺は，粘膜固有層に並ぶ複数に分岐した単一管
状腺である．胃底部および胃体にある胃腺は胃底腺と呼ば
れ，胃液分泌の主要産生部位である．胃底腺は頸部
（neck），体部（body）に分けることができる（図 2）．胃
底腺を構成する主要細胞は，頸部粘液細胞（副細胞），幹
細胞，壁細胞，主細胞，腸内分泌細胞である．頸部を占め
ているのは頸部粘液細胞と幹細胞である．主細胞（ペプシ
ノーゲン分泌細胞）は体部に観察される．壁細胞［塩酸，

内因子（ビタミン B12結合糖蛋白質）分泌細胞］は頸部
粘液細胞や主細胞の間に散在して観察される．腸内分泌細
胞はフラスコ状，紡錘状の細胞として，胃腺の中に散在し
て観察される．
グラビア写真は，バーチャルスライド顕微鏡により，標
本スライド全体を高精細にデジタル化したイヌ胃腺のアル
シアンブルー・periodic acid-Schiff（PAS）染色標本であ
る．アルシアンブルー・PAS染色は，酸性ムコ多糖類の
硫酸基とカルボキシル基がアルシアンブルーと結合して青
く染まり，中性ムコ多糖類に含まれるグリコール基が過ヨ
ウ素酸によって酸化されアルデヒド基が生成され，シッフ
試薬中の塩基性フクシンと反応して赤く染まる．胃粘膜表
面および胃小窩の壁を形成する表層粘液細胞は目の覚める
コバルトブルーに，胃底腺の頸部粘液細胞は華やかなマゼ

連絡先：瀧澤敬美 〒113―8602 東京都文京区千駄木 1―1―5 日本医科大学大学院医学研究科分子解剖学
E-mail: takamit@nms.ac.jp
Journal Website（http://www2.nms.ac.jp/jmanms/）



日医大医会誌 2018; 14（4） 145

図 2

ンタに染め分けられている．胃底腺体部の主細胞はライト
ブルーに染色され，散在する壁細胞はピンク～紫色に染色

されている．学生はひとたびこの標本を観察してしまう
と，その精緻な構造の美しさに魅了される．

図1 イヌ胃底腺 アルシアンブルー・PAS染色 低倍像
胃壁の粘膜層，粘膜下層，筋層が観察される．バーチャル
スライド顕微鏡により，標本スライド全体をデジタル化し
た画像である．
図2 イヌ胃底腺 アルシアンブルー・PAS染色 高倍像

粘膜表面［表層粘膜細胞（▷）］には，胃小窩（点線）が
観察され，その底には胃腺が開口している．胃底腺には頸
部粘液細胞（▶），壁細胞（⇨），主細胞（➡），腸内分泌
細胞（*）が観察される．
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